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3. Il引312紛11&1以およびJfll税Hu'i上好的ililJ4?:lfiの快活支

鳥取大i之政技術短大笠木 立n
1m匁IILI)i!;J[元出形外科 )11 I二! i!t~ 久

JHj~jにおける WJj:J~f(~なブドウ的没収抑制物nである

フロリジンと，セjレロース，テ3 キストラン，ア。ルラン

:S;の;ぞれは化住多:ぶIi{よとで;俊介物nーを合成したところ，

ブロリジンのようには山中:こ移行せず，しかもブロリ

ジンと i司tj~の生}l !l. i!i H.を手Jすることが判明した.

また， デキストラン， ブプ。jルレランf匁玄の虫双'jfj討♂消l'行'jμf化じtt止i上:J'乙，斗土心心l主弘:U~!川，1

i臼';1よ必:Hにこ， J出[弘且瓜叫弘川ふ11

これら:は立，ショ 11，~f¥こ添加して出仁i投与したときにのみ

その;ザu~i~i):~J~ られl，ブドウ以への添加11ぷこは凡られな

かったこと， JTZ大効;i;を示す添加限度が存在するこ

と， 1111Ji!E した上皮紛JJ包ショ :i::，~t分台l(ßl'采{こはi'lõJTjしない

ことと1 も判明した.その序の詳細{土]T~:(Cのところ不

明である.

その後， I沼紛体におElして，不，iill&l!x.およびJIll桜値 i二

引のJnJ初{'I:加をJ'Sつ物質を，欽 iJ主の天然記iJ，!fi*につ

いて校長合した結泉， 'lJi沫抑制作用を持つギムネマ設が

:{j"認であることが判 1)，2JUCI:J;'Ei，1i肢を研究 [.1:1であ
W 

/，，) . 

4. ヌ天ミf然長5多予i札総Ji在j主ii)体主才おJよひび、I民瓦刃:η弘引干弘村hl
)t古1古~ I悶丸 {争似仰，1中iド1一

_(jlJ:z大1[:}'l!"j':fiJ"- Ji:元敏明j，分 111W:学，

日 J也印式

，(jl火大i三法技術波大笠木 倍

以南病院内科 竹内i'i七見

ガガイモ科植物 Gymnemasylvestreの25から拍

iliされるギムネマ段(以下 GA)はヒトの甘味感受性

ぞ選択的に抑(色村ーることで知られているトリテルペン

~iGt平成の 1 つである.今回.泌総送屯位制定法と防管

法己記法からラット小lb;でのブドウ法吸収に及ぼす GA

のi'I'Jilを検討した.さらに正常および実験的裕尿病ラ

ット

るGA単独および天然353主体のプjレランを GA(こ01:

mして添加投与することによる効よ誌について比絞検討


